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�ただし安全運転講習会で企業・団体等が所有する二輪車（大型、普通、小型、原付）を使用した場合においても事前に承認を受けた場合に限り、
補償の対象となります。

＜主な事故例＞
⑴　構内で技能教習（講習）中のA車が他の教習車Bに衝突し、A車の教習（講習）生とB車の教習（講習）生が死傷したとき。双方に適用
⑵　構内で技能教習（講習）中のC車が単独で塀に衝突し、C車の教習（講習）生が死傷したとき。C車の教習（講習）生に適用
⑶　構内で技能教習（講習）中のD車が他の教習（講習）生の乗ってきた自転車を損壊させたとき。その自転車の損害について適用
⑷　一般道路の初心運転者講習中のE車が他人の自動車と接触し、E車の講習生が死傷したとき。E車の講習生に適用
ただし、E車と他人の過失割合によって他人から支払われるべき賠償金を超える損害額について適用

保険金額（支払限度額）

対人事故…被害者１名1億円／１事故２億円� （自己負担額１事故 1,000円）
対物事故…１事故 1,000万円� （自己負担額１事故 1,000円）

※上記保険金額は、１事故ごとに適用されます。（保険金額は自動復元されます。）





地震・噴火・洪水・津波などの天災、または戦争・変乱による事故で生じた賠償責任





地震・噴火・洪水・津波などの天災、または戦争・変乱による事故で生じた賠償責任



ただし安全運転講習会で企業・団体名義の二輪車（大型、普通（小型含む））を使用した場合においても、事前に承認を受けた場合に限り、
補償の対象となります。

イ．高齢者講習時の二輪車（大型、普通（小型含む））
ロ．身体障害者所有の二輪車（大型、普通（小型含む））













（※４）‌�所定の部位とは、肩関節、ひざ関節等の上肢または下肢の３大関節部分、肋骨（ろっこつ）、胸骨等の保険約
款に記載の部位をいいます。

（※５）‌�ギプス、ギプスシーネ、ギプスシャーレまたはシーネおよびこれらと同程度に固定できるものをいい、胸部固
定帯、胸骨固定帯、肋骨（ろっこつ）固定帯、サポーター等は含みません。

（注）‌�すでに存在していた身体の障害や病気（骨粗しょう症を含みます。）の影響によりケガの程度が重大となった場
合は、その影響がなかった場合に相当する保険金（保険金額、日数等に割合を乗じて算出します。）をお支払い
します。（ケガの原因が病気のみに起因する場合は、保険金支払の対象となりません。）











地震・噴火・洪水・津波などの天災、または戦争・変乱による事故で生じた賠償責任





地震・噴火・洪水・津波による身体傷害

























（注）ギプス、ギプスシーネ、ギプスシャーレ、シーネおよびこれらと同程度に固定できるものをいい、
胸部固定帯、胸骨固定帯、肋骨（ろっこつ）固定帯、サポーター等は含みません。

⑶　当会社は、⑴・⑵の規定にかかわらず、前条の入院保険金が支払われるべき期間中の通院に対して
は、通院保険金を支払いません。
⑷　被保険者が通院保険金の支払を受けられる期間中にさらに通院保険金の支払を受けられる傷害を
被った場合においても、当会社は、重複しては通院保険金を支払いません。

第９条（死亡の推定）
被保険者が搭乗している航空機または船舶が行方不明となった場合、または遭難した場合において、
その航空機または船舶が行方不明となった日または遭難した日からその日を含めて30日を経過しても
なお被保険者が発見されないときは、その航空機または船舶が行方不明となった日または遭難した日に、
被保険者が第２条（保険金を支払う場合）の傷害によって死亡したものと推定します。
第10条（他の身体の障害または疾病の影響）
⑴　次の①・②のいずれかにより、被保険者の被った第２条（保険金を支払う場合）の傷害が重大と
なった場合は、当会社は、その影響がなかったときに相当する金額を支払います。
①　被保険者が第２条の傷害を被った時既に存在していた身体の障害または疾病の影響
②　被保険者が第２条の傷害を被った後にその原因となった事故と関係なく発生した傷害または疾病
の影響

⑵　正当な理由がなく被保険者が治療を怠ったことまたは保険契約者もしくは保険金を受け取るべき者
が治療をさせなかったことにより、被保険者の被った第２条（保険金を支払う場合）の傷害が重大と
なった場合も、⑴と同様の方法で支払います。





















⑸　鎖骨、胸骨、肋骨（ろっこつ）、肩
けん

甲
こう

骨または骨盤骨に著しい変形を残すもの





３．肋骨（ろっこつ）・胸骨（注１）。ただし、体幹部にギプス等（注２）を装着した場合に限ります。
（注１）「長管骨」、「脊柱」、「上肢または下肢の３大関節部分」および「肋骨（ろっこつ）・胸骨」につ

いては、別表２（注７）の関節等の説明図に示すところによります。
（注２）ギプス、ギプスシーネ、ギプスシャーレ、シーネおよびこれらと同程度に固定できるものをいい、

胸部固定帯、胸骨固定帯、肋骨（ろっこつ）固定帯、サポーター等は含みません。
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